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東
近
江
市
と
富

田
林
市
の
災
害

時
相
互
応
援
協
定
の
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

富
田
林
市
は
、
大
阪
府
内

で
唯
一
、
本
市
五
個
荘
金
堂

地
区
と
同
じ
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
を
有
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
富
田
林
市

か
ら
本
市
に
対
し
て
協
定
締

結
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、

一
方
の
市
が
災
害
に
よ
り
被

災
し
、
単
独
で
は
十
分
に
被

災
者
の
救
援
な
ど
の
応
急
措

置
が
で
き
な
い
場
合
に
、
生

活
物
資
や
資
機
材
の
提
供
、

職
員
の
派
遣
、
被
災
者
の
受

け
入
れ
な
ど
、
迅
速
に
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

小
椋
市
長
は
、「
今
回
の
協

定
締
結
は
、
お
互
い
の
市
民
の

安
心
安
全
の
確
保
に
大
変
意
義

の
あ
る
も
の
で
す
。
こ
の
連
携

を
契
機
に
、
文
化
や
観
光
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
交
流
の
進

展
に
も
期
待
し
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

東
近
江
市
と
富
田
林
市
が

       

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

地
元
有
志
に
よ
っ
て
若
返
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
鉄
道
桜
川
駅

木
の
香
り
に
包
ま
れ
た
永
源
寺
も
み
じ
幼
児
園
　
竣
工
式

認
定
こ
ど
も
園

東
近
江
市
立
永
源

寺
も
み
じ
幼
児
園

の
竣
工
式
を
行
い
、
関
係
者
ら

約
80
人
が
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
幼
児
園
は
、
永
源
寺
幼
稚

園
、
市
原
幼
稚
園
お
よ
び
も
み

じ
保
育
園
の
３
園
を
統
合
し
、

新
た
に
新
築
し
た
も
の
で
す
。

　

小
椋
市
長
は
、「
園
舎
に
東

近
江
市
産
材
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
木
材
や
自
然
が
身

近
な
も
の
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
の
よ
り
良
い
成
長
に
貢
献
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
園
名
が
採
用

さ
れ
た
７
人
も
招
待
さ
れ
、
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
が
出
席
者
に
お

礼
の
歌
を
披
露
し
、
木
の
実
な

ど
で
作
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
出
席
し
た
永
源
寺
も

み
じ
幼
児
園
保
護
者
会
長
の
川

瀬
洋
一
さ
ん
は
、「
木
の
温
も

り
の
あ
る
幼
児
園
で
、
子
ど
も

た
ち
が
す
く
す
く
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

思
い
を
寄
せ
ま
し
た
。

 　
「
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
」
に

合
わ
せ
て
、
東
近
江
地
区
交

通
安
全
推
進
会
議
の
主
催
で

令
和
２
年
度
東
近
江
地
区
交

通
安
全
決
起
大
会
が
東
近
江

市
役
所
本
館
の
正
面
玄
関
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
東
近
江

地
区
交
通
安
全
推
進
会
議
の

構
成
団
体
で
あ
る
東
近
江
警

察
署
、
東
近
江
地
区
交
通
安
全

協
会
、
東
近
江
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
会
、
１
市
２
町
（
東

近
江
市
、
日
野
町
、
愛
荘
町
）

の
皆
さ
ん
、
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

東
近
江
地
区
交
通
安
全
推

進
会
議
の
会
長
で
あ
る
小
椋

市
長
は
、「
新
入
学
児
童
、
新

入
園
児
を
は
じ
め
、
歩
行
者

の
安
全
面
を
最
優
先
に
考
え
、

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
致
団
結

し
て
交
通
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
近
江
地
区
交
通
安

全
決
起
大
会
の
交
通
安
全
宣
言

を
東
近
江
市
交
通
指
導
員
の
奥

野
浩
史
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。

奥
野
指
導
員
は
、「
交
通
安
全

の
輪
と
絆
を
広
げ
、
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま

し
た
。

　

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
　
　
交
通
安
全
決
起
大
会
を
開
催

　

近
江
鉄
道
桜
川

駅
を
気
持
ち
よ
く

利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
通

勤
・
通
学
や
観
光
な
ど
に
よ

る
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
再
生

を
図
る
た
め
、
本
市
で
は
昨

年
度
か
ら
駅
の
老
朽
化
し
た

ト
イ
レ
の
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ト
イ
レ
は
、
３

月
30
日
に
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
28
日
、

29
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
近

江
鉄
道
株
式
会
社
の
社
員
や
地

元
桜
川
地
区
の
有
志
で
結
成
さ

れ
た
「
櫻

さ
く
ら
が
わ
え
き

川
驛
開
設
１
２
０
周

年
記
念
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
皆
さ
ん
約
20
人
に
よ
っ
て
、

ホ
ー
ム
の
柱
の
塗
装
や
ベ
ン
チ

の
カ
ン
ナ
か
け
作
業
な
ど
、
駅

舎
を
美
し
く
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
た
村
田
善

夫
さ
ん
（
桜
川
西
町
）
は
、「
昔

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

桜
川
駅
を
少
し
で
も
き
れ
い

に
で
き
れ
ば
と
思
い
参
加
し

ま
し
た
」
と
話
し
、
き
れ
い

に
な
っ
た
桜
川
駅
に
満
足
気

で
し
た
。

①駅舎の柱などの錆
さび

落とし
②ベンチの表面をカンナかけ
③部活動帰りに桜川駅を利用
　した高校生も飛び入り参加
④仕上げに桜の花びらをあし
　らったデザインを描く

①

④

𠮷村富田林市長（左）と小椋市長

③

4
4

②

3
26

①鈴鹿山脈の山並みをモ
　チーフにした園舎
②テープカットを行う（左
　から）小寺衆議院議員、
　小椋市長、東近江市議会
　西﨑議長、藤田教育長
　と園児代表
③園名が採用された皆さ
　ん（後列）と記念品贈呈
　を手伝った園児の皆さ
　ん（前列）
④元気よくお礼の歌を披
　露する園児の皆さん
⑤木の実などで作ったキー
　ホルダーをプレゼント　

①

③

②

④

①（左から）藤澤日野町長、小椋東近
　江市長、有村愛荘町長と交通安全
　宣言をする東近江市交通指導員
②広報啓発に出発する白バイやパト
　カーを見送る参加者の皆さん

①

②

4
6

3
28.29

し
ぐ
れ 

く
ん

近
江
鉄
道
桜
川
駅
で

　
　
　
　
　
お
会
い
し
ま
し
た

③

⑤


